
Day 9  July 31(Thu.) 
 
昨夜は一晩中激しい風が吹きました。最高気温１７℃、最低気温６℃。今回の旅で初め

て雨に降られましたが、傘が必要なほどではなく、多くの場面で虹が景色に彩を添えてく

れるという、NZ の自然体験にふさわしい一日となりました。 
今日訪れた Lake Tekapo はニュージーランドを

代表する景観地です。まずは湖の色。何ともいえ

ない独特の青色の深さに、生徒たちも驚きの歓声

を上げていました。水面がまるでミルクを溶かし

たような特徴ある青みがかった乳白色をしている

のは、氷河が動く時に削りだす、ロックフラワー

と呼ばれる小麦粉のように細かい岩石の粉が湖の

水に溶け込んでいるためなのだそうです。「世界一

星のきれいな村」とよばれるこの地では、その素

晴らしい星空を世界自然遺産にしようという活動

がなされています。また、湖畔にたたずむ「善き羊飼いの教会」は、１９３５年に地元の

芸術家エスター・ホープ氏の下絵に基づき、クライストチャーチの建築家 R.S.D.ハーマン

氏によって設計されたそうです。祭壇の窓からはテカポ湖の水面とサザンアルプスの山並

みが一望でき、驚くばかりの荘厳で

美しい景色でした。すべての景色が

まさに「beyond words」な一日でし

た。 
「風化と浸食が感じられる山々。

日本の山々とは違う迫力を感じま

した。虹のアーチの端が山にかかっ

ていて、雪の白色が虹色と相まって

本当に美しかったです。端から端ま

でかかった虹を見たのは生まれて

初めてで感動しました。Lake Tekapo の水は青く澄んでいました。波が穏やかで、真っ白

で、光に照らされた水面はキラキラしてゴージャスでした。この一日で NZ の自然の様々な

表情を見ることができました。絶対に一生忘れません！！」（本校生徒） 
ＮＺの自然を身体全体で感じまた一つ大きくなってくれたことでしょう。明日はカレッ

ジで授業を受ける最終日となります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


